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荒井 正昭社長
あらい・まさあき 1965年、旧藪塚本町（現

太田市）生まれ。都内の不動産会社勤務を経

て、 年に不動産業のオープンハウスを設立。

都内など都市部の人気エリアを中心とした住

宅販売で躍進し、2013年に東証１部上場。

年に群馬クレインサンダーズの運営会社を子

会社化した。

コロナ禍で住宅への関心が高

まり、特需と呼べるような追い

風が吹いていたが、コロナ前の

日常に戻りつつあ

る。ただ、相変わら

ず買い意欲は強い。

大都市圏での展開が

当社のビジネスモデル。これま

での東京、名古屋、福岡に加え、

昨年は関西に進出。４月には初

の地方拠点として、私の出身地

である太田市に営業センターを

開設した。新たな挑戦となるが、

地方においてもお客さまに必要

とされる存在になりたい。

今後さらに共働き世帯が増加

し、住まいは都心の職住近接、

駅近を求める傾向がさらに強ま

っていくだろう。一方、都会と

田舎を行き来する２拠点生活と

いう選択肢を取る人が増え、地

方需要も一定数はあると読んで

いる。

来期はいよいよ売上高１兆円

を達成する見込みだが、マイン

ドはまだ中小企業という方が近

い。最終目標は業界ナンバーワ

ン。国内事業とともに、今取り

組んでいる米国での不動産事業

を加速させたい。

育ててくれた故郷に恩返しし

たいという思いが強い。太田市

の就学援助基金に寄付し、バス

ケットボール男子Ｂリーグ（Ｂ

１）の群馬クレインサンダーズ

の拠点となる新アリーナ建設に

億円の資金提供を決めたの

も、そういった思いからだ。来

春に完成するアリーナは東毛地

域を代表する施設になり「家族

でバスケットを見に行こう」と

いうスポーツ文化が、この地に

根付いてほしい。

ここ１、２年は地域資源をビ

ジネスに生かす「地域共創事業」

に力を入れてきた。みなかみ町

ではスキー場事業や温泉街再生

に取り組み、桐生市では野球を

テーマにした官民連携のまちづ

くり「球都桐生プロジェクト」

に賛同した。今後は母校・桐生

南高の跡地を取得し、地域に資

する複合施設にする予定だ。

もし起業を考えているなら一

刻も早くやった方が良い。私も

ＧＩＡ審査員の一人ではある

が、そこでの評価を気にするこ

とはない。人が思いつかなかっ

たこと、無理だろうっていうこ

とをやるのがイノベーション。

否定されても自分が思ったこ

と、やりたいことをやり抜くべ

きだ。ＧＩＡが単なるセレモニ

ーになってほしくない。そこか

ら実際に起業し、す

ごい企業を生む人が

増えてほしいと切に

願っている。
面白い を掘り下げて

ジンズホールディングス

田中 仁ＣＥＯ

たなか・ひとし 1963年、前橋市生まれ。

年にジェイアイエヌ 現ジンズホールディ

ングス を設立。2001年に眼鏡事業に進出し

ＪＩＮＳ ブランドの新商品が次々にヒット。

年、群馬県の起業支援・地域振興を目的に

田中仁財団を設立。
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安く大量生産された商品を購

入する時代から、店や商品の背

景に共感して手に取る時代に変

わってきていると感

じている。価値観が

変化する中で、地域

とのつながりを持ち

ながら、ブランド力を高めるこ

とを目指している。

昨年は地域が抱える課題に向

き合い、共に成長するために「地

域共生事業部」を発足。地域活

性の一助となれるよう、これか

ら活動を充実させていきたい。

地域の憩いの場となるような

店舗作りを進めている。昨年開

業した新施設 ＪＩＮＳ ＰＡＲ

Ｋ ジンズ パーク 前橋 では、

新たな交流を生む場として屋外

広場を設け、店内を開放的にし

た。今年開業の前橋小島田店で

は、店舗として初めてソーラー

パネルを設置。環境に配慮しつ

つ、空間演出に本県出身のアー

ティストが携わり、文化的な発

信にも取り組んでいる。

眼鏡の開発だけでなく 子ど

もの近視を防ぎたいと考えてい

る 進行抑制の手段として外で

遊ぶことが推奨されていること

から もっと外遊びプロジェク

ト を開始 商品購入時に有料化

した紙袋の代金を活用し 玩具

や遊具などを乗せた車 ＪＩＮＳ

見る育プレーカー を製作し 都

内のＮＰＯ法人に寄贈 子ども

の外遊びを支援している 前橋

市内のイベントにも出動した

当社の事業ではデジタルを活

用し、業務をブラッシュアップ

している。過剰在庫の発生や欠

品を防ぐため、人工知能 ＡＩ

が商品の需給を予測するシステ

ムを本格導入した。多様なニー

ズに応えるために、公式アプリ

の改善を進め、最良なサービス

の形を模索し続けている。

事業を展開する上で人材育成

は欠かせない 従業員一人一人

のスキルアップのため 本年度

新設された国家資格 眼鏡作製

技能士 の取得を目指し 社内教

育機関 ＪＩＮＳ Ａｃａｄｅｍｙ ジ

ンズ アカデミー を設立した

従業員のモチベーションアッ

プも重要だ 月支給分から非

正規雇用従業員のベース 最低

時給を東京水準で全国一律化す

る 格差をなくし 各地域の活力

を生み出すきっかけとしたい

新たなことを始めるには自分

が「面白い」と感じたものを掘

り下げていくことが大切だと感

じている。その先にさまざまな

可能性が見えてくる

はずだ。変わりゆく

時代に向けてチャレ

ンジしよう。

考える過程が成長促す

コシダカホールディングス

腰高 博社長
こしだか・ひろし 1960年生まれ、前橋市

出身。大学卒業後、家業のラーメン店入社。

年、カラオケ事業に転身し、 年から現職。

エンタメをインフラに」を掲げ、カラオケ

の枠を超えた新しいエンターテインメントを

次々と提供中。ＪＲ前橋駅北口の複合商業施

設「アクエル前橋」を運営する。
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コロナ禍が長引き業績はかつ

てない打撃を受けたが、順調に

回復している。この２年半、感

染者数が減ってくる

と客足が戻り、増え

ると客足が遠のくと

いうことの繰り返し

だった。第７波で下押しされた

が、客入りのピークとなる今年

の年末年始には普通に戻ってい

るのではないかと期待してい

る。

昨年は店舗の７、８割が休業

し、アルバイトスタッフがどん

どん辞めていった。必死で採用

して教育するものの、一人前に

なった後に休業でまた辞めてし

まうので、従業員のモチベーシ

ョン維持が最大の仕事だった。

そのような中でも出店攻勢は継

続した。同業他社の店舗は減少

したが、当社は出店を重ねて純

増 店、総店舗数は600店に迫

っている。こうした逆張り経営

の成果で５、６月の売り上げは

コロナ前と比べて140％に上が

った。

「エンタメをインフラに」と

の方針で、カラオケ以外にもル

ーム利用の可能性を広げてい

る。音楽ライブなどを生配信で

きる「ライブビューイング」の

ほか、歌唱動画を撮影できる

ＯＮＥＲＥＣ ワンレック を

導入。ワンレックは自社開音源

を使っているので、安心して録

音データを会員制交流サイト

（ＳＮＳ）で拡散できるのが強

みだ。

若い人の働くことに対する考

え方が大きく変わってきている

ため、今期は働き方改革に取り

組む。時代に合わせることで、

現場の活性化、退職率の改善な

ど良い相乗効果を生むはずだ。

一昨年、ＪＲ前橋駅北口の複

合ビルを取得。「アクエル前橋」

として新装オープンした。今年

７月にはデロイトトーマツグル

ープ（東京都）が入居。オフィ

スエリアはほとんど埋まり、テ

ナントも増えてビル全体が明る

くなった。前橋市が高校生の学

習室を開設したことで、若い人

が集うようにもなった。人が出

会い、化学変化が起こるような

施設を目指したい。

起業を目指す人は物事を難し

く捉えずに行動することが大

切。うまくいかないことの方が

多いが、頭をひねって考える過

程が起業家としての成長につな

がる。成功する確率は高くはな

いが、決してゼロではない。行

動力や発想力のある

～ 代の若い時こ

そ可能性に懸けてほ

しい。
できる と信じ全力で

相模屋食料

鳥越 淳司社長

とりごえ・じゅんじ 1973年、京都市生ま

れ。 年、雪印乳業に入社。2002年に相模屋

食料（本社・前橋市）に入社、 年から現職。

豆腐や油揚げなどの大豆加工食品を製造販

売。革新的な商品を次々と打ち出して、業界

トップ企業として成長を続けている。

大ヒットした うにのような

ビヨンドとうふ グループ会

社のノウハウを結集し 相模

屋の手法を加えて完成させた
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コロナ前からの傾向として、

世界的にプラントベースフード

（植物性食）が注目され、豆腐

を中心とした大豆加

工食品には大きなチ

ャンスが訪れてい

る。豆腐のヒット商

品が生まれているのも、消費者

の間で ヘルシー や ＳＤＧｓ

持続可能な開発目標 といっ

たことへの意識が高まっている

からだろう。

一方、業界全体を見ると厳し

い現状となっている。原材料価

格の高騰などを背景に、事業が

立ち行かなくなる豆腐メーカー

が増えており、かつては国内に

５万3000軒を超えていたメーカ

ーが、今では 分の１程度の約

6000軒にまで減った。年間500

軒から1000軒が消えている状況

だ。

業界トップの相模屋としては

豆腐文化を守るため、疲弊した

メーカーを再建する「救済型Ｍ

＆Ａ」を進めている。これまで

に８社をグループ化し、全てを

黒字化した。

グループ化したうちの多くは

独自の技術や地域の特産といっ

た「オンリーワン」の強みを持

っている。それ以外の不採算の

部分に見切りをつけ、既存設備

と既存人材を活用しながら、そ

の強みを伸ばす手法で救済に取

り組んでいる。

メーカーを再建することは、

各地の豆腐文化を発掘し、守り、

育てることにつながる。さらに

は各メーカーが積み重ねてきた

製法や技術を礎としながら、新

たなアイデアを加えた新商品を

世の中に送り出すこともでき

る。

大ヒットした「うにのような

ビヨンドとうふ」が良い例とい

える。グループ会社のノウハウ

を結集し、そこに相模屋が培っ

てきた手法を組み合わせて完成

させた。相模屋の経験や技術だ

けでは、ここまでウニの味を再

現した商品を作ることはできな

かった。

ＧＩＡに挑む若者に対する助

言としては、何かに挑戦しよう

とするときに「できると信じて、

全力で突き進む」ということ。

成功するかどうかを気にし始め

ると、誰でも及び腰になりやす

い。やるからには「できる」と

自分を信じて全力で取り組んで

ほしい。失敗は気にしなくてい

い。

もう一つ「準備に時間をかけ

過ぎない」ということ。世の中

はものすごい勢いで動いてい

る。完璧を目指そうとすると時

間がかかってしまうため、時代

の流れに乗り遅れてしまうこと

もある。100％を求めるのでは

なく「これなら行ける」と思っ

た段階で、まず一歩

前に踏み出してみる

ことが必要だと感じ

ている。
人間性磨き信頼を得る

セガサミーホールディングス

里見 治紀グループＣＥＯ
さとみ・はるき 1979年、東京都生まれ。

甘楽町出身でセガサミーＨＤ創業者の里見治

氏の長男。2004年にサミーに入社。米国駐在

中、米カリフォルニア大バークレー校ハース

・スクール・オブ・ビジネス修士課程修了。

同ＨＤ取締役、社長を経て、昨年４月からグ

ループＣＥＯ。
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コロナ初期に大きなダメージ

を受けたが、事業構造の見直し

など早期に構造改革に着手した

ことで難局を乗り越

えることができた。

そうした取り組みに

よって前期（ 年

３月期）はＶ字回復し、当期利

益は対前年比で約 倍に伸び

た。今期も大きなネガティブ影

響はないと感じている。

巣ごもり需要の効果は薄れつ

つあるが、ゲームユーザーが世

界中で増えた状況は変わらな

い。そこはポジティブに働いて

いる。一方で社会も「ウィズコ

ロナ」に適応してきているので

はないか。シーガイア（宮崎県）

などのリゾート事業も、コロナ

前を超える勢いになってきてい

る。

今後の戦略としては、成長領

域への投資を考えている。今後

３年で計2500億円を投資する。

「挑戦」は「チャレンジ」では

なく「リスク・テイキング」だ

と思っている。その先にチャン

スがあれば、リスクを取ってい

く。

私たちも新たな挑戦として、

９月からバスケットボール男子

Ｂリーグ（Ｂ１）サンロッカー

ズ渋谷のオーナー企業となっ

た。未知の分野だが、いろいろ

とチャンスがある。まずは人気

チームに育て、感動を届けたい。

ファンや選手、スタッフ、さら

には社員にも、セガサミーがオ

ーナー企業になって良かったと

思ってもらえるように力を入れ

ていく。

起業はまさに挑戦であるが、

起業を目指す皆さんへ助言した

いことがある。

一つは事業の大義が何かを見

極めること。会社を成長させる

ためには「社会にどういった価

値を提供したいのか」を明確に

することが大切だと考えてい

る。私たちは「感動体験の創造」

を掲げている。皆さんも社会貢

献につながる何かを見つけてほ

しい。

もう一つは変化の潮流を見逃

さないこと。運は多くの人に同

様に与えられていると思う。重

要なのは、それを生かせるかど

うかということ。目の前の機会

を確実につかみ取っていくこと

が重要だ。

最後に人間性を磨くこと。ビ

ジネスモデルを練り込むことも

大事だが、人物として相手に信

頼されるかがより大切だ。この

人のためなら、と思

ってもらえるよう人

間性を磨くことが成

功の秘
ひ

訣
けつ

である。

上毛新聞社主催、田中仁財団共催の起業家発掘プロジェクト 群馬イノベーション

アワード ＧＩＡ が今年節目の 回目を迎える。新型コロナウイルス感染症の感染

拡大やウクライナ危機などに伴い、社会情勢が大きく変わってきている。ジンズホー

ルディングスの田中仁ＣＥＯらＧＩＡ実行委員５人が、起業に向けた心得や新時代を

切り開くための経営戦略を語った。

「群馬イノベーションアワード」は次代を担う起業家の発掘プ

ロジェクトで2013年にスタートした。起業家を目指す人たちの挑

戦の窑台として定着している。

今年は７月１日からエントリーを受け付け ビジネスプラン

スタートアップ イノベーション の３部門に、計522件の応募

があった。500件を超えるのは３年連続。今回は社会的弱者の支

援や環境保護などの課題解決を目指す事業案が多く寄せられた。

９月下旬にプロジェクトを支援する金融機関「フィナンシャル

サポーター」らによる１次書類審査を行い、 月 日の２次プレ

ゼンテーション審査で、ファイナリスト 組程度を決める。ファ

イナルステージは 月４日、前橋市の日本トーターグリーンドー

ム前橋で、新型コロナウイルス感染症対策を講じて開く。

ＧＩＡ2022の詳細はホームページ（

）‖右記コード‖で確認でき

る。問い合わせはＧＩＡ事務局（☎027・254・9955）

へ。
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